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＜連絡事項＞

· 本日14時より病院見学予定があるので環境整備をして行きましょう。

· 酸素流量計は庶務で新しい物を購入しています。

· 今日から12/31まで庶務前に書初めを準備しています。今年は「光」です。職員は、必ず書く様にしましょう。

＜患者様連絡事項＞

· 泉川　ケイ子様～前回内容にネルボン1T・センナリド1T追加となり、７日分、臨時薬処方と

なっています。

· 佐々木　尚子様～感冒症状改善した事からPL飲みきり中止となっています。

· 今野　容子様～本日日赤病院受診し、嚥下状態不良の為アルファロールは主治医へ報告して、

破棄しています。

· 宮下　フミ様～他科薬のオメプラールなくなる為、当院でランプラゾール３日分処方してい

ます。

· 浜田　正彦様～今朝38.1℃あり、悪寒あり、田名部DrよりPL３日分処方となっています。

昼には37.4℃に解熱しているので経過を見ていきましょう。

· 大釜　万知様～来月にBユニットへ移動する予定になっているので、日中は8：30～プログラ

ム前まで、11：00～12：00、12：30～プログラム前まで、15：00～17：00までBユニットで過ごして頂くよう説明し、喫煙時間の厳守も説明して下さい。Bユニットに出たらユニットリーダーへ声を掛け他患者様とのトラブルのないように見守り・介入して下さい。

· 今野　容子様～血糖値190～200mg/dl台で経過。意識レベル低下やバイタル異常ない。声を　　

かけに返答無く、経管栄養注入時苦悶表情ある。本日、他科薬なくなり日赤病院受診し処方してもらっています。クレメジン細粒2ｇ～1/24夕まで、カルタン(500)～1/23昼まで処方あります。次回受診日は1/23の予定。

・新堂　寿子様～入院時に「相手がガンを飛ばしてきたから相手が悪い。自分は病気じゃない、薬はきちんと飲んでます。」と不機嫌さ見られている。父親とは口論となり母親へ泣きながら電話しています。怠薬していたのできちんと服用させるように関わっていきましょう。拒薬時の予測指示では、服用せずに様子を見てください。医師への報告はいりません。

＜新入院患者様＞

・新堂　寿子様　　29歳　主病名:統合失調症　入院形態:措置入院　病棟:東Ａユニット・個室

　　　　　　　　　　　　主治医:安ケ平Ｄｒ
　当院最終外来平成21年12月3日。12月24日　上十三保健所から電話。「本日(12/24)14:20三沢市内の店で、突然男性3人を「お前ら、ヤクザだろ！」と言い蹴り倒す事があり、店員が警察へ通報し三沢警察署に保護される。保護後も、興奮状態著しく思考は滅裂で、攻撃性が持続している事から、24条通報がなされた。これから、措置鑑定を実施する予定である」との事。要措置となった場合、12月25日当院に入院予定としていた。
　一次鑑定（聖心会病院）二次鑑定（高松病院）を行い「要措置」と鑑定され25日、保健所・警察職員・父親同伴で11時受診、東Ａユニットに措置入院となる。当院には8回目の入院。7回目（Ｈ20.9.12から11.21）退院後は4週間毎に外来通院を継続していた。今年4月下旬頃より拒薬傾向みられ、父親から電話が来る事ある。受診時服薬についての指導はしていたが改善見られず今月3日には母親から「入院させたい」との電話あるが、受診は本人のみで入院には至らなかった。その後の受診はなく、今回の入院となる。本日の診察時の様子は「入院したくない、相手が、がんつけて来た、何もしていない、悪いのは相手だ。お父さんからも何か言ってよ。」等興奮され泣く様子もみられている。また、担当医に「入院期間はどれ位、東京で仕事が決まっている」とも話されている。父親はそれに対して返事する事は無い。病棟案内時は素直に応じられている。

＜隔離室・拘束入院患者様＞

· 畑中　成夫様～夜間の睡眠はとれている。深夜帯で尿失禁がみられ寝ぼけている様子ある。

朝食は1/3で残食みられている。「前みたいに暴れたい気持ちはない。でも、前から自分は病気じゃない。田名部先生にわかって欲しい。」と発言あり。午前中は下肢の拘束はしたまま落ち着いて過ごしている。午後から人員確保し拘束解除して様子を見て行く予定。

· 乙部　純一郎様～昨日は破損行為なく、入室拒否強くある。朝食下膳時にズボンの破損行為

がある。居室に放尿・便はない。

· 澤口　直美様～開放中トラブルなく他者に対して体を震わせて怒る事があり、スタッフが話

しを聞くと落ち着く事出来ている。

· 神田　直樹様～多弁・多動あり他患者様とのトラブルになる可能性が高い為、スタッフが介

入し自室へ行くよう促すと素直にいかれています。

· 勝田　ヒモエ様～経管トラブルなし。ミトンの装着も拒否無い。日中にベット柵に足を乗せ

「便所さいく。」という行為があり見守り、介入要している。

· 上舘　ユキ様～バイタル異常・経管トラブルなし。午前・午後とも、クリスマス会に行くと

叫ぶ事はないがベットに戻ると叫ぶ事多い。

